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＜連絡事項＞
　なし

＜入室状況＞
【入院】
・赤石　陽介様～東病棟合併症室に任意入院となる。
・佐藤　茂男様～東病棟Cユニット4号室に任意入院となる。

【転出】
・晴山　キミヱ様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Cユニット201号室
・中村　豊様～東病棟Dユニット19号室→北病棟303号室

【ユニット移動】
・和田　昌様～東病棟合併症室→東病棟Cユニット4号室
・冨田　幸生様～東病棟Bユニット2号室→東病棟Dユニット19号室


[bookmark: _GoBack]＜患者様連絡事項＞
・磯島　武弘様～主治医から市販の目薬（Vロート）の使用許可あり。

・新坂　ニガ様～ベルト使用可の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・三浦　みよ子様～終日隔離中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜小栁Dr診察情報＞
・袴田　裕國様～アマンタジン増量、メネシット減量している。

他の患者様の指示・処方内容に変更無し。

＜新入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年3月12日　13：47
　氏　　名：赤石　陽介様
　生年月日：昭和56年9月30日(43歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Ｄｒ
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　当院に19回の入院歴あり（前回R4.11.23～R5.3.29）。問題飲酒あり、
　生活習慣改善や断酒を目的として入院してR5.11.29～アルコール依存
　症治療プログラム開始。腰痛や左下肢痛の憎悪から徐々にADLが低下、
　薬物療法やリハビリを受けていたが、左下肢痛や感覚鈍麻改善なく八
　戸赤十字病院整形外科を受診。R5.3.29手術目的で八戸赤十字病院へ
　転院となる。胸椎症性脊髄症、胸椎黄色靱帯骨化症の診断にて、R5.
　4.20脊柱固定術と、椎弓切除術を施行。リハビリも兼ね、R5.6.15当院
　へ任意入院となる。入院後R6年7月頃より排尿時痛や陰嚢部痛の訴え
　聞かれ、尿混濁・膿尿あり。症状の改善なく、7/26八戸赤十字病院泌
　尿器科を受診。左副睾丸に腫脹あり炎症を起こしている為、今後培養
　検査とエコー検査を行っていくこととなった。その後も膿尿・排尿時
　痛は持続し、次第に下腹部痛出現。37～39℃台の発熱をくり返してい
　た。8/30泌尿器科再診し、尿が出し切れず菌が繁殖しているとの所見
　あり、同日より膀胱留置カテーテル留置。コアグラ交じりの血尿や混
　濁尿の流出が見られていた。症状の改善は見られず。発熱により食事
　摂取量のムラも見られ9/7　15：45頃より呼吸促拍、胸痛の訴えあり。
　酸素飽和度80台へ低下。日直医指示にて酸素投与開始、心電図検査施
　行にてST低下見られ、心筋梗塞の疑いあり、八戸赤十字病院へ救急搬
　送となる。諸検査実施し、敗血症の診断あり。身体加療目的にて同院
　入院となり、19：15当院退院の運びとなる。同院での治療終了となり
　継続治療のため東病棟Dユニット17号室へストレチャーにて任意入院と
　なる。入院後も時折発熱や膿尿、下腹部痛あるが薬物療法にて増悪な
　く経過。食事や睡眠はとれており定期受診でも異常所見なく状態が安
　定している事から令和6年11月7日東病棟から北病棟へ移動となる。移
　動後も食事や睡眠はとれており作業療法や病棟プログラムの取り組み
　状況も良好であったが令和6年12月6日の診察にて「体に触れた時の感
　覚がない」と訴えあり。その後、かかりつけ整形外科の八戸赤十字病
　院に相談し精査を行っている。結果、頸椎・胸椎の狭窄が認められ本
　人様より手術希望あり。手術前の検査入院のため令和7年3月10日当院
　退院となる。諸検査行い、３/１２に当院へ転入院予定となる。
　　上記経過により東病棟合併症室に任意入院となる。

②日　　時：令和7年3月12日　14：47
　氏　　名：佐藤　茂男様
　生年月日：昭和28年9月6日(71歳)
　病　　名：うつ病
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Ｄｒ
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　3/10に当院からの処方薬を過量服薬。同日、自宅で倒れている
ところを家族に発見され、八戸市立市民病院の救命救急センターへ
搬送・入院となった。精査の結果、身体的な異常所見はなかったが、
同院精神科医の診察にて精神科での入院加療継続が必要との判断が
なされ、かかりつけであった当院を本日受診する運びとなる。
　上記経過により東病棟Cユニット4号室に任意入院となる。


